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４． 子育てや介護について 
問６ 全国的に少子化が進んでいますが、沼田市においても年々出生率が低下し、平成 20年の出

生数は 433人でしたが、平成 30年には 261人に減っています。その理由は、どのようなこと

だと思いますか。（○はいくつでも） 

少子化が進んでいると思われる理由では、「経済的に余裕がないから」が 65.2%と最も多く、次

いで「子どもの教育にお金がかかるから」が 57.9%、「仕事をしながら子育てをするのが困難だか

ら」が 49.5%となっています。 

前回調査と比較すると、「育児に心理的、肉体的負担がかかるから」「家が狭いから」「経済的に

余裕がないから」「自分の趣味やレジャーと両立しないから」「結婚する人が少ないから」「結婚し

ないで子どもだけもつことに対して、抵抗感が強いから」が今回調査でやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.9%

30.4%

4.3%

65.2%

49.5%

9.7%

11.7%

25.1%

45.1%

49.2%

8.8%

7.9%

6.7%

9.7%

0.9%

62.8%

29.0%

3.8%

64.5%

55.0%

7.7%

11.8%

27.5%

49.1%

48.1%

6.8%

8.0%

4.6%

8.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの教育にお金がかかるから

育児に心理的、肉体的負担がかかるから

家が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事をしながら子育てをするのが困難だから

自分の趣味やレジャーと両立しないから

男性の仕事などが忙しくて家事や育児に

参加できないから

保育所など、公共の子育て支援体制が

整備されていないから

結婚年齢があがっているから

結婚する人が少ないから

結婚しないで子どもだけもつことに対して、

抵抗感が強いから

子どもが欲しくないから

わからない

その他

無回答

令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）
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【性別】 

性別で比較すると、「仕事をしながら子育てをするのが困難だから」が 12.7 ポイント、「結婚

年齢があがっているから」が 11.2 ポイント男性よりも女性が多く、「結婚する人が少ないから」

では、5.3ポイント女性よりも男性が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■核家族 

■男女とも自由に仕事をもてるから 

■結婚より仕事の方を選ぶ人が多くなった 

■不妊が増えてきている 

■産婦人科病院が少ない 

■沼田市に魅力がなく、適齢期の男女が出て行くから。 

■不妊症の人が増えている 

■まんえんした閉塞感、それに伴うマイナスの展望 

■教育が悪い 

■現時点で自分の老後の年金問題などの経済的な不安があるなかで、将来子供が同じような不安

を持つと思うと子供を持つ気にはならない。 

■今の親世代が少ないので必然的に少ないのでは。昔ほど親としての背中を見れていないのでは。

子どもを見てくれる人がいない。（病気の時） 

53.8%

27.8%

3.8%

63.2%

42.1%

11.3%

7.5%

22.9%

38.7%

52.6%

7.9%

9.8%

7.1%

10.5%

1.1%

60.7%

32.3%

4.4%

66.1%

54.8%

8.5%

14.5%

26.4%

49.9%

47.3%

9.6%

6.7%

6.5%

9.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

子どもの教育にお金がかかるから

育児に心理的、肉体的負担がかかるから

家が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事をしながら子育てをするのが困難だから

自分の趣味やレジャーと両立しないから

男性の仕事などが忙しくて家事や育児に

参加できないから

保育所など、公共の子育て支援体制が

整備されていないから

結婚年齢があがっているから

結婚する人が少ないから

結婚しないで子どもだけもつことに対して、

抵抗感が強いから

子どもが欲しくないから

わからない

その他

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）
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■・沼田市で子育てをするメリットがあれば人口も出生率も上がると思う。子育てや出産する世

代がきてくれない、残らない事には出生数はあがらないと思う。・教育水準が低いから（教育環

境が整っていない） 

■子供を産んで育てる社会的意義が失われつつあるから 

■出産できる病院が少ない、選ぶことができない 

■若者の都会への流出、地元に働き口が少ない 

■ＳＮＳで満足している 

■特に１．と４．の設問は背景が同質と考えます 

■子供より前に結婚したいと思える人との出会いが少ない 

■人間関係の希薄 

■若者が少なくなっている 

■田舎だから 

■沼田市で子育てするのは色々大変だから 

■子どもを持つような世帯が少ない？ 

■若い人の固定概念も変わってきていると思う。 

■若い人が減っている。市外へ出て行ってしまう。 

■女性の社会進出が増え、働きやすい環境であること、また、働かないと育てられない収入状態

になっていること｡子育て支援で保育所や子ども園を増やしているが、それらは女性が多く働

く職場のため、そういった仕事に就くと自分の子どもを犠牲にして働かなくてはならなくなる。

子どもが小さいうちは、子ども園などでなく家庭で育てるべきだと思うが、それができる夫の

収入でないと難しい。子育て施設を増やすより、子供を家庭で育てていけるような支援が必要

なのではないか。 

■ファミリーサポートも高額なお金がかかるし、核家族が多い中、母親が 1人で育児をし、母親

の負担があまりにも大きい。家が狭く、大きな家に住みたくても（子供を産みたくて）新築の

助成金もないので、これ以上子供も産めないし、負担も大きくしたくない為。 

■個人主義が世の中全体的に容認される方向の中で、出産、育児にしばられない自由な人生を歩

もうとする考え方があるのではないか？ 

■食生活の乱れで子供ができにくい 

■必要性がない、介護してもらえないと思う｡ 

■仕事がないから沼田市外に出てしまう 

■子どもが欲しくても不妊などで恵まれないから 

■不妊 

■沼田市に魅力が乏しく若い人たちが住まないから。 

■子どもを産む世代の人たちが住みたいと思わないから出生も当然減る 

■働く場所が少ないから生活の為に沼田市以外の市へ転出するから。 

■若い人の人口そのものが減っているから 

■沼田市以外（県外）に就職・進学してしまうから 

■娯楽施設や就職したいと思える企業がない 

■生活環境が豊かになって家族や子供がいなくても生活に満足感があるから 

■国民の義務であるという意識の低下が著しいから。皆それぞれ個人的都合で判断している。 

■子どもが出来にくい 
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■就業環境の悪さ 

■若い人がいない 

■進学や就職で市外に出てしまうため 

■多く子供を持つことを望まないから 

■ベビーブームの世代がそれほど多く子を産まなかったから 

■不妊症 

■沼田市に出会いの場がないから 

■子どもが欲しくてもできない人が多くなっているから。 

■沼田市に仕事を持ち残れる若者が減っているから 

■市外にでてしまう 

■個人主義になってきている。自分のやりたい事に夢中になっているうちにタイミングを逃すよ

うな 

■ほしくてもできない場合もあると思う 

■若い世代が少ないから 

■子供が好きで育てたいと思う人が少ない 

■子供を産める病院が少ない（限られている） 

■沼田市で家庭を築きたくなる魅力がないから 

■体質がかわってきた 

■沼田市に定住する若者夫婦が減っているから 

■子供の事件が多くて自信がないのでは 

■出会いの場がなく、交際ができないようだ 

■３歳未満の保育料が高すぎる 
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問７ 父親の育児参加について、どのようにお考えですか。あなたの考えに最も近いものを選ん

でください。（1つだけに○） 

父親の育児参加についての考えでは、「父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするの

がよい」が 58.8%と最も多く、次いで「父親は時間の許す範囲内で育児をすればよい」が 24.0%、

「父親はできるかぎり育児をするのがよい」が 10.0%となっています。 

前回調査と比較すると、「父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするのがよい」では

8.7 ポイント今回調査で多くなっています。また、「父親は時間の許す範囲内で育児をすればよ

い」が今回調査で少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■父親の参加をすすめると授業参観など夫婦で来るので今は片親家庭が多く父子家庭も少なくな

い。そういう家庭は父親が育児しているので特にすすめて勘違いされるよりどちらかできる方

ができる時にすればいいと思う。そうでないと片親が多い昨今父子家庭、母子家庭はいやな思

いをすることが多くなる。 

■その家庭の奥さんが楽できるようにする 

■夫婦のライフスタイル次第 

■母親が働いている場合は①、専業主婦の場合は④だが、いずれにしても父親には育児に参加し

て欲しい。 

■どちらか一方なのではなく、得点の分野で携わるのが理想的と思う。 

■外遊び専門スタッフとして連れ出してほしい 

■家庭ごとに違うからやりやすいようにやればいい 

■父親だけ遊んでいてはダメです 

 

 

  

58.8%

24.0%

10.0%

1.2%

3.5%

1.2%

1.2%

50.1%

32.6%

9.4%

2.5%

3.4%

1.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするのがよい

父親は時間の許す範囲内で育児をすればよい

父親はできるかぎり育児をするのがよい

父親は外で働き、母親が育児に専念するのがよい

わからない

その他

無回答

令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)
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【属性別】 

性別で比較すると、「父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするのがよい」では、男性

よりも女性が 16.5ポイント多くなっています。 

年齢別で比較すると、「父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするのがよい」では、

「30～39歳」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.9%

65.4%

68.3%

71.2%

57.9%

50.3%

52.7%

61.6%

38.6%

47.1%

63.9%

53.2%

69.2%

56.1%

40.0%

56.2%

60.0%

63.2%

57.3%

54.3%

61.5%

51.6%

69.5%

48.6%

28.2%

21.2%

23.2%

16.8%

26.4%

29.2%

23.6%

23.8%

29.5%

11.8%

22.6%

31.9%

15.4%

26.3%

26.8%

21.2%

19.4%

22.9%

29.6%

20.2%

25.8%

23.7%

28.6%

13.5%

7.8%

4.9%

8.0%

9.1%

12.4%

12.7%

8.8%

20.5%

17.6%

9.0%

8.5%

7.7%

10.5%

20.0%

11.7%

10.6%

5.8%

8.3%

11.1%

12.5%

9.7% 6.5%

5.6%

6.2%

3.6%

3.4%

5.9%

4.3%

7.7%

40.0%

8.4%

7.3%

6.5%

5.7%

6.8%

5.9%

5.1%

3.6%

5.9%

3.1%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【性別】

男性(n=266)

女性(n=387)

【年齢別】

20～29歳(n=82)

30～39歳(n=125)

40～49歳(n=121)

50～59歳(n=161)

60～69歳(n=165)

【職業別】

常勤の勤め人

（会社員、公務員、団体職員等）(n=328)

自由業・自営業(n=44)

農林漁業(n=17)

臨時・非常勤・パート、アルバイト・

フリーターなどの勤め人(n=133)

専業主婦（夫）(n=47)

学生(n=13)

無職(n=57)

その他(n=5)

【結婚の有無別】

している（事実婚を含む）(n=411)

していない（離別・死別など）(n=85)

していない（未婚）(n=155)

【世帯構成別】

一人暮らし(n=96)

夫婦のみ（事実婚含む）(n=162)

二世代世帯（親と未婚の子が同居）(n=257)

二世代世帯（親と子ども夫婦が同居）(n=31)

三世代世帯（親と子と孫が同居）(n=59)

その他(n=35)

父親も母親と育児を分担して、積極的に育児をするのがよい

父親は時間の許す範囲内で育児をすればよい

父親はできるかぎり育児をするのがよい

父親は外で働き、母親が育児に専念するのがよい

わからない

その他

無回答
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問８ 育児や介護を行うために、育児休業や介護休業を取得できる制度が「育児・介護休業法」

により定められています。あなたは、男性の育児・介護休業の取得について、どのようにお

考えですか。あなたの考えに最も近いものを選んでください。（1つだけに○） 

男性の育児・介護休業の取得についての考えでは、「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だ

が、取得しやすい環境が整っていないと思う」が 72.2%と最も多く、次いで「男性も育児・介護

休業を積極的に取得する方がよいと思う」が 19.9%、「わからない」が 4.1%となっています。 

前回調査と比較すると、「男性も育児・介護休業を積極的に取得する方がよいと思う」では、4

ポイント今回調査で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■老人ホーム等もあるのだから収入を増やす為 

■育児の方は昔、政治家の人が不正していたりしていたので父子家庭の方が良いと思う 

■環境が整っていても企業によっては休業しやすい職場と、そうでない職場があると思う｡ 

■自営だからムリ 

■自分には育児休業介護休業がないため 

■取得できるからと言って会社や妻から強要されても気の毒だ。母と違い、子供を受け入れられ

ない男性もいるから。夫婦でよく話し合えば良いと思う。 

■男性も一緒に休んでしまうと家計が苦しい 

 

 

 

 

  

19.9%

72.2%

1.5%

4.1%

0.9%

1.4%

15.9%

75.0%

2.1%

5.0%

1.6%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

男性も育児・介護休業を積極的に取得する方がよいと思う

男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、取得しやすい環境が整っていないと思う

育児・介護は女性がするべきであり、男性が取得する必要はないと思う

わからない

その他

無回答
令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)
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【属性別】 

性別で比較すると、「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、取得しやすい環境が整って

いないと思う」では、男性よりも女性が 11.3ポイント多くなっています。 

年齢別で比較すると、「男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、取得しやすい環境が整っ

ていないと思う」では、「30～39歳」が最も多く、次いで「60～69歳」「40～49歳」となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.3%

17.8%

24.4%

15.2%

22.3%

22.4%

17.0%

21.6%

11.4%

23.5%

17.3%

19.1%

23.1%

24.6%

17.3%

24.7%

24.5%

19.8%

19.1%

21.0%

16.1%

23.7%

17.1%

65.4%

76.7%

70.7%

77.6%

71.9%

68.9%

72.1%

72.3%

79.5%

52.9%

73.7%

78.7%

76.9%

63.2%

60.0%

77.4%

62.4%

63.9%

66.7%

75.3%

72.4%

77.4%

72.9%

60.0%

3.2%

5.9%

3.5%

3.5%

3.1%

5.7%

7.1%

3.7%

3.3%

5.6%

4.8%

3.0%

11.8%

6.0%

5.3%

40.0%

7.1%

8.4%

6.3%

3.5%

6.5%

11.4%

3.6%

5.9%

3.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【性別】

男性(n=266)

女性(n=387)

【年齢別】

20～29歳(n=82)

30～39歳(n=125)

40～49歳(n=121)

50～59歳(n=161)

60～69歳(n=165)

【職業別】

常勤の勤め人

（会社員、公務員、団体職員等）(n=328)

自由業・自営業(n=44)

農林漁業(n=17)

臨時・非常勤・パート、アルバイト・

フリーターなどの勤め人(n=133)

専業主婦（夫）(n=47)

学生(n=13)

無職(n=57)

その他(n=5)

【結婚の有無別】

している（事実婚を含む） (n=411)

していない（離別・死別など）(n=85)

していない（未婚）(n=155)

【世帯構成別】

一人暮らし

夫婦のみ（事実婚含む）(n=162)

二世代世帯（親と未婚の子が同居）(n=257)

二世代世帯（親と子ども夫婦が同居）(n=31)

三世代世帯（親と子と孫が同居）(n=59)

その他(n=35)

男性も育児・介護休業を積極的に取得する方がよいと思う

男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、取得しやすい環境が整っていないと思う

育児・介護は女性がするべきであり、男性が取得する必要はないと思う

わからない

その他

無回答
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問９ 沼田市の高齢化率（総人口に対する 65歳以上人口の割合）は高く、平成 21年では

25.76％でしたが、平成 31年には 32.89％と上昇を続けていますが、あなたは、老後の生活

にどのような不安を感じますか。（○はいくつでも） 

老後の生活にどのような不安を感じるかでは、「年金など収入が少ないこと」が 72.2%と最も多

く、次いで「財産や預金が少ないこと」が 58.8%、「病気や介護が必要になった時面倒を見てくれ

る人がいないこと」が 33.9%となっています。 

前回調査と比較すると、「病気や介護が必要になった時面倒を見てくれる人がいないこと」が

5.2ポイント、「財産や預金が少ないこと」が 8.7ポイント今回調査で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別で比較すると、「共に暮らせるパートナーがいないこと）」では、女性よりも男性が 9.5ポ

イント多く、「老人ホームなどの福祉施設が少ないこと」では、男性よりも女性が 8.1 ポイント

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.6%

33.5%

21.1%

16.2%

9.4%

57.5%

20.3%

71.8%

5.6%

2.3%

20.7%

34.1%

11.6%

24.3%

12.1%

59.7%

21.4%

72.1%

6.5%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

扶養してくれる人がいないこと

病気や介護が必要になった時面倒を見てくれる人がいないこと

共に暮らせるパートナーがいないこと

老人ホームなどの福祉施設が少ないこと

楽しめる趣味がないこと

財産や預金が少ないこと

働く場が保障されていないこと

年金など収入が少ないこと

その他

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）

21.6%

33.9%

15.5%

20.8%

11.2%

58.8%

21.3%

72.2%

6.1%

1.8%

19.0%

28.7%

14.2%

26.6%

8.9%

50.1%

26.1%

72.1%

5.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

扶養してくれる人がいないこと

病気や介護が必要になった時面倒を見てくれる人がいないこと

共に暮らせるパートナーがいないこと

老人ホームなどの福祉施設が少ないこと

楽しめる趣味がないこと

財産や預金が少ないこと

働く場が保障されていないこと

年金など収入が少ないこと

その他

無回答 令和元年度調査（n=658）
平成26年度調査（n=763）
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その他の回答 

■年金に似合った老人ホームがほしいです 

■健康 

■現在の景気では後継者の行く末が心配です 

■現在６５歳以上なので（夫婦で）現状のままピンピンコロリを望んでいますが、極力子供たち

には負担をかけたくないです 

■老人しかいない沼田市の都市機能 

■年金はもらえない。可能性が高いのに税金を多くとられている事 

■老人ホーム福祉施設があっても料金が高い、年金だけでは払えない 

■老人ホームの金額が高い、お金がある老人ばかりではない。 

■子供たちが扶養してくれるとは限らないこと 

■昭和の頃のように３世代が協力し合って暮らすのが一番よい 

■子供がいても沼田に住まず現在の家もいずれ空き家になる。自分も妻も実家の墓、自分の墓は

いらなくなり、墓じまいをする必要がある。 

■経済的に厳しく健康面が特に不安 

■増税、スーパー、病院数の減少、車がないと用が足せない 

■高齢者が気軽に集まれる場所が少ない 

■介護保険料がすごく高くなり年金が少なく 2カ月で 5万円。年金額月 2万 5千 5百円です。老

後の事など考えるのも恐ろしい。 

■車が運転できなくなると移動手段がない 

■年金受け取りまで働くことが出来ない様に思う。介護職で足や腰に負担がかかりパートぐらい

しか出来ない。生きていないかもしれないとも思うから。 

■高齢者を支える生産人口が少ないこと。特に地方、沼田市も消滅可能性都市であること。 

■福祉施設があっても年金が少なすぎて入れない 

■そもそも年金を納めていても自分たちが老後に年金がもらえるのか分からない。 

■死ぬまで健康でいられるから 

■子供にあまり負担をかけたくない 

■それでも老いは楽しみです 

■自治体がいわゆる限界集落となり、現状のような行政サービスを受けられなくなるおそれがあ

ること 

■早く死にたい 

■歩いて買い物に行ける場所が少ない 

■・様々な手続きが頻雑なコト（役所関係）・移動手段がないコト（車） 

■車を運転しないと行動しにくい 

■将来高齢者対策に係る財源が自治体、地域、社会を圧迫し、若年層の生活を衰退させること。 

■介護保険料が高いです。十分な介護ができない。介護士が少ない。介護士の給料が少ない。も

っと高くして人数を増やして下さい！福祉施設などの数はあると思いますが、なかなか入れな

い。入る時には体は動いていたがだんだん動かなくなり、おむつとか車いすになったりするの

が残念です。もう少しその人にあった介護などが出来ると良いと思います。入所したら元気に

なるような施設があれば良いのに。 

■医療（入院費）に関して長引くと余裕がないと思う 
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問 10 国民生活基礎調査では、介護者の 66.0％（平成 29年 6月厚生労働省発表）が女性という

実態が示されています。あなたは、介護が必要になった場合、誰に介護をしてもらいたいと

思いますか。（1つだけに○） 

介護が必要になった場合、誰に介護をしてもらいたいと思うかでは、「施設や病院での介護」が

31.2%と最も多く、次いで「介護職員などの専門家」が 21.7%、「配偶者（妻）」が 13.1%となって

います。 

前回調査と比較すると、「介護職員などの専門家」が今回調査でやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別で比較すると、男性は「配偶者（妻）」「施設や病院での介護」が約３割、女性では、「施設

や病院での介護」が約３割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2%

13.1%

2.4%

10.0%

0.2%

0.0%

0.6%

21.7%

31.2%

4.9%

5.8%

11.1%

15.9%

3.4%

10.9%

0.1%

0.0%

0.5%

18.5%

30.4%

4.2%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者（夫）

配偶者（妻）

息子

娘

息子の配偶者

娘の配偶者

その他の家族

介護職員などの専門家

施設や病院での介護

その他

無回答
令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）

0.0%

31.6%

2.6%

3.0%

0.0%

0.0%

0.4%

19.5%

31.2%

6.0%

5.6%

17.3%

0.3%

2.3%

14.7%

0.3%

0.0%

0.8%

23.5%

30.7%

4.1%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者（夫）

配偶者（妻）

息子

娘

息子の配偶者

娘の配偶者

その他の家族

介護職員などの専門家

施設や病院での介護

その他

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）
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その他の家族 

■子ども 

 

その他の回答 

■1人 

■1人ではなく家族、専門家で分担して。 

■いない（2件） 

■いらない 

■してほしい訳ではないが他にいない 

■してもらいたいのは、身内だが無理なので施設としますが、してもらいたいと望んでいるわけ

ではありません 

■その時になってみないとわからない 

■まだ実感がない 

■わからない（2件） 

■家族なら誰でも（2件） 

■介護は必要ない 

■介護は必要になったら死を選ぶ。人に迷惑かけたくないので。 

■考えた事ないです。生きるか死ぬかです。人に自分の事で面倒かけたくないです。 

■考えていない（2件） 

■最終的には軽度なら家で家族と。介護度による。 

■妻もしくは息子娘 

■在宅でと思うが実際は施設か。 

■死ぬ 

■死を選びたい（2件） 

■誰でもいい 

■不明 

■老人ホームの介護してもらいたい 

 


